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生活科実践の基本用語

馬居政幸
静岡大学助教授

1. 辞書的ではなく，文脈の中の意昧を

私は，生活科の意義は，社会科と理科に代わる新教科の誕生ではなし小

学校教育の新たな創造にあると考える。実際仏生活科への取り組みが深ま

るにつれ，全国各地で従来と全く異なる教師や子どもの姿が見出される。生

活科の実践を表現するために，新たな言葉を必要とする段階に近づきつつあ

るようだ。事象のユニークさは，それを表現する言葉のユニークさとセット

だからである。だが現時点では，まだ独自の用語創造には至っておらず，既

存の言会主に新たな意味を付与すること，いいかえれば言葉が使われるコンテ

キス ト （文脈）を変えることで新たな事象を表現する段階にあるようだ。

生活科は未だ発展途上。実践もそれに表現する用語も，辞書的な短文で明

確に定義できるほど確定していないと考える。そのために生活科実践の基礎

用語の解説は，その用語が用いられる文脈を提示することで表現したい。

なお，そのため，解説する用認を「生活J「活動構成J「環境構成Jの三種

に絞り，その記述過程で基礎用語をゴシック文字で提示したい。

2. 社会も自然も生活の中に

生活科では， 社会や自然を一体的に，またそれへの自分とのかかわりを重

視した学習活動が行われる。この一体的にや自分とのかかわりの意味を解く

鍵が生活科固有の生活（観）のとらえ方にある。図－1を見ていただきたい。

ポイントは次の3点である。
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①自然と社会を連続した枠で考えること。

②自分と自然や社会との関係を人と自分との関係を通して得られることとし

て表現していること。

③それらが生活という枠の中で行われていること。

－虫や草花・木

．水中の生き物
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図ー1

もともと社会と自然という概念は日本にはなく，明治期に“Science”と共

に輸入された“Society”と“Nature”という考え方の訳として，社会は造語，

自然は窓l床を新たに付加された言葉である。その意味で世界を社会と自然と

分けることは“Science”を生んだヨーロッパ近代同有の認識方法ともいえる。

だが，現代は脱工業化やポストモダンが論議される時代である。むしろ，

環境問題を代表に，自然現象と社会現象の区分が却って問題解決への道を閉

ざす場合が多々ある。何よりも子どもにとって町の並木は自然を学ぶ数少な

い機会だが，それを育てる地域の人達と自分とのかかわりを学ぶ契機でもあ

る。同様のことは “春さがし”や“秋さがし”に訪れる公園にもいえる。

公園や道端に咲いた草花を愛でる心の大切さは，それを気付かせ確認して

くれる人と人の閤（あいだ）のコミュニケーションにより生じる。自然が失

われたのではなく自然の価値を気付かせてくれる人と人の関係が失われたと

考えたい。道端に咲くタンポポの前に共にかがんで見つめつつ，先生が花へ
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の思いを語るからこそ子どもの心に轡くのではないか。教科脅や図鑑の絵で

は，花の構造を知ることができても花への思いを感じとることは困難ではな

、、力、。

他方，子どもの生活はここからが社会ここからが自然と分かれて存在して

いるわけではない。まず生活がある。その生活の過程で生じる様々な事象の

中で，人に教えられ，自ら学び取ることにより， 社会や自然と自分とのかか

わりに気付き， 人として生きる知恵を身に付けるのである。そしてこのよう

な学びの過程がそのまま新たな生活の創造の過程として展開する。すなわち

全てが子供の日々の日常生活にある事象を過して学ばれ，その結果が再び生

活の中に還元していく。そしてまた新たな学びが創造される。一人の人間と

して生きるための基礎・基本，すなわち自立への基櫨は，このような生活過

程の中で築かれる。それを意図的に準備するのが生活科の学習活動である。

したがって，生活科授業づくりの第一歩は，一定の内符を特定の教材と指

導法で教えるという教育観，あるいは教師と子どもが教える側と教えられる

illil Iこ回定された授業観から教師一人一人が白山になること。そのためには教

材構成よりも活動構成が，学習指導よりも教師の援助が重要となる。

3. “活動構成”は学校の外の“子どもの生活”を知るごとから

構 ①子どもの生活の経験吋歩いてつくる生活科マップや生活科暦

②活動の自由な発想4一年間の活動の基本構想〈コソセプト〉づくり

想、 ③活動を椅互に関連づけた全体構成（ストーリー化）~年間活動計画

相E ④活動構成司活動の基本設計．全体の流れの想短，人や物の手配，
家族と連携

成 司教師聞の協力， 合科指導への配慮

実 ⑤活動（指導〉祭司多機な活動場面のイメージトレーニγグ，

記号や絵による活動展開の図示

践 ⑥活動実践4臨機応変の対応，子どもの学びの発見と意味づけ

干与 ①活動の修正・再構成4授業の見直し，全体構成の総括

構 司教師の自己評価

成 ーキ家庭との活動結果についての連携

図 2
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図－2は生活科の活動榔成過程の概2l!を示したものである。まず．牧師が

子どもの生活世界を自ら歩いて子どもと同じ目の高さで経験することω そこ

で見出した人や物の出来事を図や文字で分かりやすく記録したものが生活科

マップや生活科暦や生活科人材パンク。次いでその経験やマップをヒントに

四季おりおりの活動を自由に発想し基本構想をたてる。さらにそれらを付1"11:

の関連性（子どものニーズ，ストーリー性，他教科との関連など）や実現可

能性（子どもの個性・発達度，他の教臓員や学校外の人達の協力度，時間数

など）を考慮、しつつ年間活動計画として整理する。また，個々の活動の構成

（単元計画） では，全体の流れを想定しながら活動に係わる人や必要な物を

学校の内外にわたり手配し，家庭との連携をとりつつ活動の基本設計を惜し

その際，活動を無理なく展開できる鎚は，第ーに教師一人ひとりの持ち味を

生かした学年間の協力，第ーニに他教科との合科的指導であることを強制して

おきたい。

個々の授業においては， 活動（指導）系を作成し授業実践に望むことにな

るが，その際に最も霊盟なことは，どれだけ子ども達との活動場面を具体的

に想像（イメージトレーニング）できるか。さらにそれを絵や記号により図

として表現すること。教師や子どもの問答を文字による表現のみでは，生活

科の活動来を揃くことはできない。ただし，ひとたび授業が始まれば活動家

にとらわれずフレキシプ1レに子どもの内発的な発想（生活への関心・意欲・

態度） や勤き （活動や体験についての思考・表現）を援助することが電盟。

さらに，子ども遠の聞で牛じている学びの過程（身近な環境や自分について ー

の気付き） をいかに見出し，気付かせ，意昧づける（評価する）かが教師の

役割である。授業の終了後においては，その都度活動を見直すとともに，必

要に応じて適宜活動の全体構成を総括し，あくまで子どもの意欲・意識の流

れを核として活動の修正や再構成を図ることが重要である。この段階でのポ

イントの第ーは教師自身の自己評価や相互評価の多面的な厳しさである。ま

た，子ども一人ひとりの活動過程での学びの成果や課題についての家庭と連

携である。
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